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　１時限目は、生徒の皆さんに６～７人のグループに
分かれてもらい、アイスブレイクを兼ねたグループ
ワークから。＜地球温暖化が原因で起こっている現象
やそこから生じていると考えられる影響にどんなもの
があるか＞をできるだけたくさん出し合ってもらい、
グループごとに発表してもらいました。「砂漠化が進
む」、「海水面が上昇して、低い海抜の国が沈む」、「熱
中症が増える」、「伝染病リスクの増加」、「食糧不足
から飢餓になる」など、出された意見はどんどんホワ
イトボードに書き出し、CASA専務理事早川がコメ
ントしたあと、「地球温暖化とその影響」と題して、
地球温暖化のしくみをおさらい。二酸化炭素（CO２）
濃度が400ppmを超えたこと、世界の平均気温が上
昇していること、地球温暖化の影響が広範にわたるこ
と、そしてすでに影響が観測されていることなどを説
明しました。
　２時限目もグループワークでスタート。グループの
なかでさらに２～３人ずつの、立場Ａ＝小さな島国、
立場Ｂ＝先進国、立場Ｃ＝新興国という３つの設定に
分かれてもらい、それぞれから来た留学生になりきっ
てもらって、地球温暖化問題の解決のためどうしてい
くかを話し合ってもらいました。まずは立場別ロール
プレイカードを読み上げ、それぞれの母国が置かれて
いる状況や立場を相互に確認しあいます。立場別・代
表的な国々のGDP、人口、CO２排出量のデータを参

照しながら、問題解決のための話し合いを進めます。
話し合いにあたってのルールは「立場が違っても、問
題解決をあきらめないこと」、話し合いのコツは、「『対
立する点』を考えるのではなく、『一致できる点』がな
いかを探し、『自分も譲歩する代わりに相手にも妥協
してもらう』ことを、いかに説得力を持って話せるか、
それを工夫すること」とし、最後にどんな話し合いが
行われたかを発表してもらいました。グループワーク
を受けて、CASAスタッフ土田から「地球温暖化の
国際交渉」と題して、パリ協定の何が「歴史的」なの
か、なぜパリ協定に合意できたのか、温暖化問題にお
いて日本が世界からどう見られているか、などを伝え
ました。
　今回は、ご担当の甲南高等学校、中原敦先生から具
体的なアイディアやご提案をいただいたので、それ
をもとに先生と検討を進め、立場別ロールプレイカー
ドや、立場別・代表的な国々データを準備して臨みま
した。生徒の皆さんは非常に精力的に参加してくださ
り、普段から温暖化のニュースをキャッチしているこ
とがうかがえ、頼もしさを感じました。

土田 道代（CASAスタッフ）

　2017年10月13日（金）、甲南中学校（兵庫県芦屋市）で出前授業を行いました。CASAが同校で出前授業を行うのは
2016年９月に続いて２回目のことで、今回も中学３年生の皆さん２クラスを対象にそれぞれ２時限ずつ、計４時限を担
当しました。

報　告 温暖化による影響を考え、問題解決のために話し合ってみよう！
学校法人甲南学園　甲南中学校で出前授業を行いました

　CASAは小学生、中学生の皆さんのところへ温暖
化の出前授業に伺います。内容や開催場所などについ
ては、個別にご相談させていただきます。　


